
 

ふるさと山梨郷土学習コンクール実施要項 
 

１ 目 的 

山梨に関する研究作品のコンクールを通して、山梨県の全ての児童生徒に、郷土への愛情や誇りを

育むことを目的とする。また、研究成果の発信を通して、山梨県の魅力や小中学校等における郷土

学習の取組を広く県民に周知する。 
 

２ 主 催     山梨県教育委員会 ／ふるさと山梨郷土学習推進会議  
 

３ 募集対象  山梨県内の小中学校に在籍する児童生徒の作品 

 

４ 研究内容・研究体制・研究部門 

郷土学習教材ふるさと山梨を活用して興味・関心のあることを調べたり、博物館等の利用や実地

調査等の体験活動を行ったりして研究した作品を募集する。なお、応募する作品は未発表のものと

する。 

研究体制としては、個人研究、共同研究とも受け付けることとする。（同学年、異学年、異校種、

学級単位、オンラインで繋がった学校（他県の児童生徒との交流等）との共同研究等も可とする。）

なお、異学年、異校種での共同研究を行った場合、審査は上の学年の部門にて行う。（例．中学１年

生の兄と小学４年生の弟の共同研究は、中学生の部門で審査となる。） 

【研究部門】 

(1) 小学生 

 ① ふるさと部門：山梨県や身近な地域に関すること等 

  （低・中学年の部（１～４年生） ／ 高学年の部（５、６年生）） 

② 富士山部門：富士山に関すること 

  （低・中学年の部（１～４年生） ／ 高学年の部（５、６年生）） 

(2) 中学生 

 ① 風部門：山梨の自然・地理に関すること 

    ② 林部門：山梨の歴史に関すること  

    ③ 火部門：山梨の文化・芸能に関すること 

    ④ 山部門：山梨の未来や世界との関わりに関すること、その他 

    ⑤ 富士山部門：富士山に関わる歴史や文化、自然等に関すること 

   

 

５ 作品の様式 

○模造紙は５枚以内、Ａ３までの大きさの用紙やノート、スケッチブック等は 10 枚(20 ページ)以

内とする。 

○作品の形式、用紙の折り方は、レポート形式、ポスター形式、パンフレット等、特に問わない。 

○作品の１枚目または表紙に、学校名・学年・氏名を明記する。 

○小学校高学年部門では、情報活用能力の育成も踏まえ、１人１台端末及びＰＣを活用した作品づ

くりを推奨。また、映像作品での提出も可とする。（審査は各部門の趣旨に沿って行う。） 

〔映像作品について〕 

・基本的には、ＧＩＧＡスクール構想に伴う１人１台端末を活用し、実地調査等のビデオ映

像やプレゼンテーションソフト（パワーポイント等）への音声吹き込みによる動画、プレ

ゼンテーションソフトを用いて発表している様子を撮影した動画作品を出展対象とする。 

昨年度からの変更箇所に、下線を引いています。 



  ・映像の長さは７分までとする。 

  ・１人１台端末以外の端末を用いて映像編集、加工した作品も応募可とする。 

 ・作品形式はＭＰ４ファイルとし、作品提出はＣＤ-Ｒ及びＤＶＤ-Ｒにて行う。 

○中学生の各部門でも、映像作品での募集を行う。（審査は各部門の趣旨に沿って行う。） 

  （映像作品の詳細は、小学校高学年部門と同様の扱いとする。） 

○その他、次の点に注意する。 

※ 作品に用いる用紙の併用は不可とする（例：模造紙とＡ４用紙を使用）。ただし、作品に関する

「資料」や「調査結果一覧」といった形で提出することは可とする。 

※ パソコン等で作成し、印刷した作品は可とする。 

※ 応募作品に関する情報については、ふるさと山梨ウェブサイト等での公開を前提とする。 

※ 入賞者（大賞、優秀賞）は、ふるさと山梨郷土学習発表大会で作品の発表や紹介を行う場合が

ある。 
 

６ 作品の応募方法 

(1) 作品を応募する者 

  ① 応募用紙に必要事項を記入する。 

・小学生の作品について、応募用紙は作品に添付せず別に提出する。 

・中学生の作品について、応募用紙を作品に添付して提出する。 

・小学校高学年及び、中学生映像作品は、ケースに応募用紙を添付して提出する。 

   ※応募用紙は、ふるさと山梨ウェブサイトからダウンロードすることができる。 

  ② 各学校が定める期日までに、各学校の担当者に作品を提出する。 

(2) 各学校 

 ① ふるさと山梨ウェブサイトから学校別集計表【様式１】をダウンロードし、必要事項を入力

する。 

  ② 次の提出先に期日までに作品、応募用紙、学校別集計表を提出する。 

・公立小・中学校・・ ・・・各教育事務所に令和５年８月３１日（木）までに提出する。 

（甲府市内の学校は甲府市教育委員会に提出する。） 

・国立、私立の小・中学校・・義務教育課に令和５年８月３１日（木）までに提出する。 

 

７ 審査方法及び審査基準  

(1) 審査方法 

ふるさと山梨郷土学習推進会議が、審査会での協議の上、応募作品の中から優秀作品を選出する。 

(2) 審査基準 

① 題材 

ア 山梨県や身近な地域に関する題材であるか。 

イ 子供自身の生活や経験に基づいて題材を選んでいるか。 

② 研究方法 

ア 子供が中心となって研究が進められているか。 

イ 研究の動機がはっきりしているか。 

ウ 学校で学んだ知識や技能を十分に活用しているか。 

③ 研究のまとめ方 

ア 郷土への愛情や誇りを感じられるものになっているか。 

イ まとめ方が工夫され、研究の過程があらわれているか。 

ウ 研究の成果を効果的に伝えるための表現の工夫がされているか。 

 



 

８ 賞 

(1) ふるさと山梨大賞（知事賞）      小中学生 各 １点 

(2) ふるさと山梨優秀賞（教育長賞）    小６点 ／ 中 ５点 

(3) ふるさと山梨優良賞（推進委員長賞）  小中学生 各 15 点 

(4) ふるさと山梨入選           小中学生 各 30 点程度 

(5) 学校奨励賞              点数に定めなし 

(6) 参加賞                応募者全員 

 

 

９ 入選作品及び入選者について 

(1) 大賞、優秀賞は、ふるさと山梨郷土学習実践研究発表大会において表彰する予定である。 

(2) 大賞、優秀賞受賞作品は、山梨県立博物館等に展示する予定である。 

※実践研究発表大会や優秀作品の県立博物館への展示については、予定を変更する場合がある。 

 

10 その他 

県立の美術館、博物館、考古博物館、文学館の常設展示及び特別な企画による観覧料について、

小中学生は無料となっている。（平成２６年３月１２日から） 

 

11 ふるさと山梨郷土学習のウェブサイトの利用等について 

・郷土学習教材ふるさと山梨は、山梨県のウェブサイトからデジタルブックとして閲覧すること

ができる。 

・ふるさと山梨のウェブサイトから、募集要項や応募用紙、学校別集計表、教師用指導資料等を

ダウンロードしたり閲覧したりできる。 


